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改 良 土 仕 様 書

1. 目的

1. この仕様書は、公共工事等の埋戻しに使用する改良土について適用する。

2. 使用材料

1. 原則として１に規定する工事から発生する土を改良土の原材料（以下原料土と

いう。）として使用するものとする。

2. 原料土は、土壌改良基準以下であり、産業廃棄物を含まないこと。

3. 基準改良

1. 添加材は、原則として工業用石灰 JIS-R-001･1 号相当以上のものを使用する。

2. 添加材は、石灰系あるいはこれに類するものとし、添加後の改良土は無公害で

あること。また､地下埋設物に対して腐食等の影響を及ぼさないこと。

3. 改良土の品質は、以下の通りとする。なお､品質を満足するよう原料土の粒度・

含水比に応じて、添加材の添加量を調整すること。

土 性 判 定 基 準 値 試 験 項 目 試験頻度

最大粒径（管基礎部） ２０ｍｍ以下 粒度試験

（沈降分析を行わな

い場合） 1 日 ま た は

1,000  に 1
回

〃  （路盤下部） １００ｍｍ以下

4,750μ(Ｎo4)フルイ通過量 ２５～１００％

75μ(Ｎo200)フルイ通過量

ＣＢＲ ６％以上２０％未満 ＣＢＲ試験

塑性指数 １０以下 液性・塑性限界試験

※ 石川県土木工事共通仕様書第１篇共通編第２章土工第４節道路土工２

－４－２路床盛土工の「6.路床の盛土材の最大粒径は１００ｍｍ程度と

するものとする」となっており､当社においては７５ｍｍ以下とし､粒度

試験により品質を確保するものとする。

4. プラント施設

1. プラントは、次の性能を備えていること。

（１） 原料土に対し添加材を定率に供給できる装置。

（２） 解破機能を備え、均一混合が出来る装置。

2. 十分なストックヤードを備えていること。

3. 安全対策、公害対策がなされていること。

4. 運搬車両のタイヤ等に付着した改良土を、プラント周辺の道路に運び散らさな

いよう、施設内の清掃を行うとともに施設の管理に努めること。
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5. 品質管理

1. 次項及び第３項に挙げる試験を１，０００ に１回行うこと。なお､試料は十

分に攪拌した標準的な土を採取して行わなければならない。

2. 原料土の管理

（１） 含水比試験（ＪＩＳ－Ａ－１２０３）

3. 改良土の品質管理

試験項目 試験方法

最大粒径 土の粒度試験方法

（沈降分析を行わない場合）

JIS A1204 
4,750μ(Ｎo4)フルイ通過量

75μ(Ｎo200)フルイ通過量

CBR CBR 試験方法

（自然含水比 3 層 67 回６日室内

養生４日水没養生）

舗装試験法便覧

を併用

4. 改良土の管理

ストックヤード内の改良土は、降雨や降雪により品質低下を起こさないように

管理しなければならない。

5. 改良土は、改良後３日間程度経過したものでなければ使用してはならない。

6. 一軸圧縮強度（28 日強度）100kPa～200 kPa を確保する。

6. 運用

1. 改良土製造者は、『プラント管理報告書』として１ヶ月分の試験結果等を取り

まとめなければならない。

2. 改良土の使用伝票は、整理すること。

3. 報告書および使用伝票の提出要請があった場合は速やかに提出すること。
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